
8-2-② ＜パン製造業事業者向け説明会 実施報告＞

〇実 施 日︓令和５年３月２日（木） １４︓００～１６︓３０ 
〇開催方法 ︓ハイブリッド開催 
〇開催場所 ︓AP 東京八重洲 K ルーム 
〇主  催 ︓一般財団法人 食品産業センター 
〇参加対象者︓パン製造事業者のみ 

・日本パン工業会 会員
・全日本パン協同組合連合会 より案内
・その他パン製造事業者

〇次  第 ︓ 
（１）「食品ロスの現状、課題と食品ロス削減に向けた具体的施策について」

農林水産省大臣官房新事業・食品産業部 外食･食文化課 
   食品ロス・リサイクル対策室長 森 幸子 様 

（２）「未利用食材等の発生状況とその活用に係る調査の結果について」
食品産業センター事務局

（３）取り組み事例紹介と意見交換
１)「フードバンク提供の取り組み」

敷島製パン（株）   飯田 品質保証部長 様 
山崎製パン（株）   伊藤 総務部長 様 
唐人ベーカリー(株) 桑野 専務取締役 様 
C社・D社・G社   事務局 

２）「製品生産での工夫」
山崎製パン（株）   上野 社長室 部長 様 
敷島製パン（株）   飯田 品質保証部長 様 

３）「パン耳等の食品利活用」
クラウン製パン（株）  事務局

「食パン耳を用いたクラフトビール（ヴァイツェンビール）の醸造」 
敷島製パン（株）   飯田 品質保証部長 様 

    バイオマス（パン廃棄物）を使った次世代エネルギー「バイオコークス」 

〇参加状況及びアンケート集計結果 

１．参加状況 
現地申込総数 １３ 実参加者 １４ 
WEB申込総数 ３４ 実参加者 ５６ 
申込総数 ４７ 実参加者 ６９ 

 事務局４名含まず    



２．アンケート集計結果（回答数︓２７） 
 
Q１ 貴社・貴団体の属性についてお知らせください。 

企業 団体 地方 
食産協 

行政 教育機関 不明 回答者 
合 計 

２３ １ ０ １ １ １ ２７ 
 
Q２ （任意）メールアドレス記入 
  
Q３ 農林水産省より 省庁の取り組みについて 

参考になった １０ あまり参考にならなかった ２ 
やや参考になった １３ 参考にならなかった ０ 
どちらでもない ２   

 
Q４ 調査内容・報告書の説明について 
参考になった １１ あまり参考にならなかった ０ 
やや参考になった １４ 参考にならなかった ０ 
どちらでもない ２   

 
Q５ フードバンク提供の取り組みについて 
参考になった １３ あまり参考にならなかった １ 
やや参考になった １２ 参考にならなかった ０ 
どちらでもない １   

 
Q６ 製品生産での取り組みについて 
参考になった １４ あまり参考にならなかった １ 
やや参考になった １１ 参考にならなかった ０ 
どちらでもない １   

 
Ｑ７ 食品の利活用の取り組みについて 
参考になった ７ あまり参考にならなかった １ 
やや参考になった １４ 参考にならなかった ０ 
どちらでもない ５   

 
Ｑ８ 今回のセミナーで、ご質問、ご意見、ご感想、さらに知りたい点等について、自由にご記入ください。               
［１４名回答］ 

 
 ・パン製造メーカーの取り組みがわかり良かった。資料もよく理解できた。 
・同じ業界の取り組みを目にすることが無いので大いに参考になりました。 
・コンビニからの受注リードタイムを伸ばせるよう商習慣の改善をお願いします。 
・発注リードタイムの短縮に期待しております。 
・途中参加ですみませんでした。Q７は不明、その他はもともと把握しているものと同様だと仮定して回答



しました。 国内対策より、海外展開した方が世の中の食品ロスは減るのになあ、と思ってしまいました。
それほど日系メーカーの取り組みはハイレベル。 

・食品ロス削減に関して取り組み事例があり改善のきっかけとなる案件があり有用でした。 
・調査結果の共有ありがとうございました。取組対策もアイディアが必要ですが、弊社内としては食品ロス
発生量の分類方法と正確な軽量、その発生要因をより深堀する必要があると感じております。 

・人件費を含めたコスト面をどうクリアしていくかが課題 
・食品廃棄として大きいパン耳等は飼料用に活用されているが、今後の利活用としていいのだろうか︖ 
・弊社でもフードバンクへの取組みができることがわかりました。検討する必要性を感じられました。 
・弊社ではフードバンクへの食品提供を通して、日持ちはしないが調理せずにそのまま喫食出来るパンは
提供先に大変重宝されていると感じております。 

・今回のセミナーに参加しまして、フードバンクへの食品提供は配布される量に限りがあり、提供数を制限
しているという意見がありました。 
しかし実際に、弊社では遠方のフードバンク団体並びに特定の施設や団体より直接、食品提供の依
頼を受けますが、その全てに対応できていないのが状況です。寄付希望先と提供先である中小の食品
メーカーとの間の調整役に行政の力が必要なのではと感じる事があります。 
提供したくても提供数や配送の問題よりお断りしているミスマッチが少しでも減少できることを願っており
ます。 

・資料については次第のみ送られてきました。ダウンロード式でよいので資料の提示があるとメモを取りやす
いと思います。 

・全部でなくて良いので、配付資料があるとより理解し易くなると思いました。 
・セミナーで利用したデータを頂きたいです。よろしくお願い致します。 
 

（以上） 
 
 
 
 

※（３）取り組み事例紹介と意見交換の資料は 「４－２ パン製造業の状況」に掲載 


